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1本書は、県営公害防除特別土地改良事業神通川流域第3次地区に先立つ友杉・任海宮田遺跡試掘調査概要

である。

2　調査は、富山県農地林務部耕地課・富山県富山農地林務事務所耕地課（農地保全班）の依頼に基づき、国

庫補助金及び県費補助金の交付を受けて、富山市教育委員会が主体となって実施した。

現地調査は、平成10年6月23日から平成10年12月25日にかけて行なった。

遺物整理及び報告書作成は、平成10年7月1日から平成11年3月31日にかけて行なった。

3　調査は、富山市教育委員会生涯学習課学芸員　小林高範、堀沢祐一が担当した。

4　調査にあたり、ヌ化庁、富山県教育委員会文化課、富山県埋蔵文化財センターから指導を得た。また調査

の実施にあたっては、新保地区、任海地区、新保用水土地改良区の協力を得た。

5　出土品整理にあたり、安達志津、上野章、宮田進一にご教示を得た。記して謝意を表します。

6　出土品及び原図・写真類は、富山市教育委員会が保管している。

7　本書の執筆は、掘沢が行った。
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I　位置と環境

友杉・任海宮田両遺跡は、富山市の南部の友杉・任海地内に所在している。

これらの遺跡は、東側弧）mのところを流れる熊野川と西側1kmの神通川によって形成された扇状地に立地し、

標高は27～30mを測る。

周辺には、縄文時代から中世にかけて数多くの遺跡が点在する。

縄文時代には、大沢野段丘上に伊豆宮Ⅱ遺跡が存在する。中期後菓（串田新Ⅱ式中心）の縄文土器が検出さ

れているが、その時期の遺構は確認されていない。栗山A遺跡・大利屋敷遺跡では、晩期の土器、それに付属

する落ち込みや穴が見つかっている。

古墳時代には、伊豆宮古墳が河岸段丘上に築かれた。墳丘形態は多角形境と報告されている。埋葬施設は横

穴式石室で主体部は長さ5mで奥壁の幅は1．4mである。試掘調査の際に幅2．5～3mの周溝も確認されている。

また、須恵器・馬具・刀子などの鉄製品が出土している。

古代から中酎こかけては、周辺に遺跡が急増する。友杉地区から南中田地区の区域である。代表的な遺跡と

しては吉倉B遺跡・任海鎌倉遺跡・南中田D遺跡・栗山樽原遺跡・任海砂田遺跡などがあげられる。

奈良・平安時代には、8世紀の段階で小規模な集落が出現し、9～10世紀に掘立柱建物・竪穴住居などによ

って構成される集落に発展する。特に任海宮田遺跡は、「城長」・「観音寺」・「墾田」・「北家」などと書

かれた250点にも及ぶ墨書土器、めのう製の石帯の帯飾り等が出土しており、周辺遺跡群の中核的な集落であ

ると想定される。

古代から中世への過渡期にあたる11世紀代に集落の存在が確認されていない空自の時期がある。

中世（12世紀）にはいると、再び集落が出現する。前記した遺跡の上層に集落が形成される例が多く、これ

らの集落は、13・14世紀代と存続していく。

この時期の文献資料を探ると「賀茂別雷神社文書」に寿永3年（1128）源頼朝が後白河法皇の院宣を沙汰し、

そのなかに賀茂社領越中国新保御厨が含まれている。そのため、新保地区周辺が新保御厨の推定地のひとつと

される。「新保御厨」は、延徳2年（1490）まで賀茂社との関係があったと記録に残っている。

また、任海池原寺・惣在寺などが存在していたらしいが、詳細については不明である。任海池原寺跡の推定

地から須恵器・珠洲焼・青磁が出土している。

江戸時代には、富山から飛騨に抜ける飛騨街道がメインルートとして熊野川沿いを南北に走っていた。その

街道から現在の任海橋付近で岩木道・八尾道が分岐していった。任海橋あたりには熊野川の「徒歩渡り」があり、

富山・飛騨・任海・下熊野・八尾方面からの街道が交差し、往来が頻繁に行なわれていたようである。

このように、友杉・任海宮田遺跡周辺では、大沢野段丘の縄文時代の遺跡にはじまり、古墳時代には古墳の

造営が行なわれた。奈良時代から南北朝時代に一段低い扇状地に集落が営まれた。この地帯は、神通川・熊野

川に挟まれ、水量も豊富で生活・交通の便もよいところと思われる。しかし、両河川の氾濫は激しく、それと

の戦いを繰り返しながら人々は集落を保持していったのであろう。
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第2図　遺跡の位置と周辺の遺跡（S＝1：50，000）

1．任海宮田遺跡、2．友杉遺跡、3．吉倉B遺跡、4．任海遺跡、5．南中田D遺跡、6．任海鎌倉遺跡
7．任海砂田遺跡、8．栗山椿原遺跡、9．南中田D遺跡、10．吉倉A遺跡、11．南中田A遺跡
12．南中田B遺跡、13．栗山塚、14．惣在寺廃寺、15．栗山A遺跡、16．大利屋敷遺跡、17．大利遺跡
18．福居古墳、19．伊豆宮I遺跡、20．円教寺遺跡、21．伊豆宮古墳、22．上野井田遺跡、23．蛭川館跡
24．二俣北遺跡、25．二俣遺跡、26．石田北遺跡、27．上野鍋田遺跡、28．上野亀田遺跡、29・30．上野遺跡
31．石田遺跡、32．経力遺跡、33．吉岡遺跡、34．悪王寺遺跡、35．若竹町遺跡、36．下熊野遺跡
37．安養寺遺跡、38．宮保遺跡、39．森田・森田瑞泉寺跡、40．辰尾遺跡、41．上熊野遺跡、42．上熊野城跡
43．杉瀬遺跡
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I　調査に至る経緯

1⊥　調査に至るまで

県営公害特別土地改良事業は、カドミウム汚染土の復元工事である。土壌汚染対策地域は富山市・婦中町・

八尾町の1市3町に広がっており、面積は1500．6haにも及ぶ。

復元事業は、対策区域を神通川上流から第1次・第2次・第3次区域の3地区に分割し、昭和55年度から実

施されている。この調査は県営公害特別土地改良事業（神通川流域第3次地区）に伴うものである。工事面積は、

富山市・婦中町にまたがり436．9haである。このうち富山市分は107．7haである工事は平成4年度から開始され

ており、平成16年度完了予定で現在進行している。

平成3年に、富山農地林務事務所から第3次事業地区内の埋蔵文化財所在状況についての照会があり、市教

育委員会は、吉倉B遺跡・任海宮田遺跡・友杉遺跡の3遺跡が調査対象であるとした。対象面積は5仙aである。

平成4年には、秋から遺跡の所在しない区域の工事が着工され、平成8年度以降の遺跡所在区域についての

調査対応・工事工法の変更などの協議が行なわれた。

その結果、試掘調査は富山市教育委員会が主体となって平成7年度から平成10年度にかけて4年計画で実施

されることになった。

平成7年度には、平成8年度工事区域内の吉倉B遺跡の約12，000m？の調査が実施され、11，000正に古代、中

世の遺跡の所在が確認された。

平成8年度には、吉倉B遺跡、任海官用遺跡に該当する約105，000m？を対象として実施された。平成7年度

と同様に古代と中世の遺跡の所在が確認された。出土遺物は、須恵器、土師器、珠洲焼、近世陶磁器がある。

なかには「北家」と書かれた墨書土器がある。

平成9年度調査対象区城は、平成8年度調査区の東側及び北側に隣接する区域約211，300扉である。この区

域すべては任海宮田遺跡に該当する。平成7、8年度同様に古代と中世の遺構の所在が確認された。出土遺物は、

須恵器、土師器、内黒土器、製塩土器、土錘、鉄製品、中世土師器、珠洲焼、青磁、五輪塔、砥石、近世陶磁

器がある。これらの中から注目されるのは、125点にも及ぶ墨書土器でうち乳剤こは「城長」と墨書されている。

2．調査の経過

調査区は友杉遺跡と任海宮田遺跡の2遺跡にかかる。2遺跡の区切りは、便宜上第1図の点線部分の用水と

した。また、調査区が広範囲にわたることとブロック状に設定されているため、各遺跡は3つに区切り、各遺

跡ごとにA地区からC地区まで名称をつけた。

調査は、耕作等の関係から友杉遺跡（A地区・B地区・C地区の一部）、任海宮田遺跡（A地区・B地区・

C地区）、友杉遺跡（A地区・B地区・C地区の一部）の順番で行なった。調査期間は、最初の友杉遺跡が平

成10年6月23日から開始し、平成10年9月8日に終了した。任海宮田遺跡は、A地区が平成10年9月28日から

開始し、平成10年11月16日に終了した。B地区は平成10年10月19日から開始し、平成10年12月11日に終了した。

任海宮田遺跡C地区と友杉遺跡の各地区の一部は平成10年11月別日から開始し、平成10年12月25日に終了した。

各地区の埋戻し作業は、平成10年6月25日から開始し、平成10年12月28日に終了した。
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第3図　試掘調査対象範囲（1：10，000）
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第4図　遺跡所在範囲（スクリートーンの部分）
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Ⅱ　調査の概要

1．基本層序

基本層序は、1層：水田耕作土　2層：黒褐色砂質土（古代、中世遺物包含層）　3層：黄褐色砂質土（古代、

中世遺構形成面）　5層：黄褐色礫層となる。友杉遺跡、任海宮田遺跡同様である。

2．自然地形

今回の調査でも、昨年度同様に幾筋もの流路跡を確認した。流路跡は南から北方向に流れおり、基本的に遺

跡は流路間の微高地に形成される。友杉遺跡では熊野川に最も近いトレンチで深い流路を確認した。1T～12T、

56T～63T、135T～140Tが該当する。友杉遺跡A地区の南側では県埋文センターの調査でも流路が確認され

ており、一連のものと考えられる。同地区では20T、23T、24T、29T、30T、130T、132T部分でも流路跡

を確認した。任海宮田遺跡では、A地区の76T、77T、92T部分、B地区の108T～115T部分、C地区の128

T部分である。128Tで確認した流路は友杉遺跡の20Tへつながるものであろう。

3．遺　構（第6～10図）

（1）友杉遺跡

試掘トレンチは、調査区内に86本設定し、1T～73T、119T、130T～140Tが該当する。それらから、古

代と中世遺構を確認した。14T、17T付近やB地区の西側に遺構が集中して見られる。

17Tでは、土壌から五輪塔の火輪と水輪が出土している（第5図）。この土壌は3層上面で確認される。亜T、

45Tでは遺構が集中している。45Tでは石組井戸を検出し、井戸の掘方は直径約2mである。41T付近では柱

穴状のピットを検出しており、掘立柱建物の存在が窺われる。65Tでは南北に流れる溝の西肩を検出し、肩部

分からは越中瀬戸焼が出土した。構内には礫が集中している。

（2）任海宮田遺跡

試掘トレンチは、調査区内に54本設

定した。74T～118T、120T～128T

が該当する。

それらから、古代と中世遺構を確認

した。古代遺構は、竪穴住居、溝、穴

などである。竪穴住居は74T、85Tで

検出し、85Tでは、貼床と思われる硬

化した面を確認した。74T、84T、89

T～91T、98T～100T、126Tは遺構

が密集している。これらのトレンチは、

遺物の出土量も多い。糾Tの南端では、

古代遺物が集中して出土した。
第5図17T五輪塔出土状況（1：20）
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4．遺　　　物

古代、中世、近世の遺物がコンテナ箱に20箱出土している。

（1）友杉遺跡（第11、12、14図・図版8、9）

古代遺物には、須恵器（蓋、杯、壷、嚢）、土師器（椀、皿、嚢、鍋）、内黒土器、土錘がある。土師器椀の

中には、赤彩を施したものもある。中世遺物は、珠洲焼、中世土師器、古瀬戸、青磁、五輪塔がある。近世遺

物は、越中瀬戸焼、唐津焼がある。中世土師器の出土が多い。

8Tは須恵器蓋（1）・土師器鍋（2）がある。2は口縁端部は巻き込む。9世紀後半。9Tは須恵器蓋（3）・土

師器椀（4）・中世土師器（5～7）がある。4は内面に赤彩が施される。5と6は非ロクロ成形で15世紀代。6は

口緑部に油痕付着。7はロクロ成形で12世紀後半から13世紀前半。10Tは越中瀬戸焼の皿（8）がある。削りだ

しの高台で、内面には粕止めの段がある。17世紀代。HTは須恵器杯（9）がある。無台杯で8世紀後半。15T

は土師器嚢（10）・中世土師器（11）・越中瀬戸焼の向杯（12）がある。10は長胴嚢。口緑端部内側に段をもち、外

側は面取りする。8世紀後半。11は非ロクロ成形で15世紀後半。12は17世紀代。17Tは中世土師器（13）・五輪

塔（196～198）がある。196と197は火輪。198は水輪。19Tは中世土師器（14）がある。非ロクロ成形で13世紀代。

20Tは越中瀬戸焼の摺り鉢（15）がある。鉄さび粕がかかる。17世紀代。21Tは越中瀬戸焼の皿（16）がある。底

部は回転糸切の痕跡を残す。18世紀代。25Tは中世土師器（17）がある。非ロクロ成形で14世紀代。27Tは中世

土師器（18）がある。非ロクロ成形で、口綾部に油痕が付着する。外面には指頭痕跡が残る。35Tは中世土師器

（19～21）がある。すべて非ロクロ成形で、19と21は13世紀代。20は油痕が付着する。16世紀代。37Tは須恵

器杯（22、23）がある。39Tは中世土師器（24～30）がある。すべて非ロクロ成形で15世紀代。40Tは須恵器蓋

（31）・中世土師器（32）がある。42Tは須恵器（33、34）・土師器嚢（35）・内黒土器の椀（36）がある。35は小型嚢

の底部。底部はヘラ削り。36は底部へラ削り。9世紀代。43Tは須恵器杯（37、38）・土師器嚢（39）・中世土師

器（40）がある。39は長胴嚢。8世紀後半。40は非ロクロ成形で15世紀代。44Tは須恵器杯（41）・中世土師器

（42、43）・珠洲焼の嚢（45）がある。41は有台杯で9世紀代。42と43は非ロクロ成形。42は15世紀後半から16世

紀初。45は嚢の口緑部。Ⅳ期。45Tは土師器嚢（46）・中世土師器（47～51）・青磁（52）がある。47～51はすべて

非ロクロ成形で、47は14世紀代。48は13世紀代。49～51は15世紀から16世紀代。47Tは須恵器嚢（56）・中世土

師器（57）がある。57は非ロクロ成形。12世紀後半から13世紀前半。48Tは古瀬戸のおろし皿（58）がある。49T

は須恵器杯（59～62）がある。59は8世紀代。60は9世紀後半。51Tは中世土師器（63）がある。ロクロ成形。12

世紀後半から13世紀前半。52Tは中世土師器（73）・越中瀬戸焼（72、掲）がある。53Tは中世土師器（64）がある。

非ロクロ成形。14世紀代。54Tは須恵器杯（65、66）がある。55Tは須恵器（75～78）・土師器（79～85）がある。

76は壷の底部。79～81は椀の口緑部。外反する。9世紀後半。82は小型嚢。83～85は長胴嚢。84は内面を黒色

処理する。8世紀代か。その他は9世紀代。56Tは須恵器杯（68、69）・越中瀬戸焼の皿（70）・唐津焼の皿（71）

がある。71は17世紀代。59Tは越中瀬戸焼の摺り鉢（86）がある。17世紀代。64Tは土錘（88）と中世土師器（87）

がある。88は柵型のもの。孔径は1cm。65Tは越中瀬戸焼の皿（89）がある。68T土師器嚢（90）青磁（92）がある。

90は9世紀中頃。92は龍泉窯のもの。70Tは須恵器蓋（93、94）がある。8世紀後半。138Tは珠洲焼の嚢（95）が

ある。
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（2）任海宮田遺跡（第12～14図・図版9、10、11）

古代遺物は、須恵器（蓋、杯、壷、嚢、双耳瓶）、土師器（椀、皿、嚢、鍋）、内黒土器、墨書土器、土錘、

鉄製品、鉄淳、羽口が出土している。中世遺物は珠洲焼、中世土師器が出土している。砥石もある。古代遺物

が圧倒的に出土量が多い。

74Tは須恵器（96～103）・土師器（104～106）がある。96～98は蓋。99～103は杯で、100は無台杯。101～103

は有台杯。103は墨書土器で、底部外面に墨書がある。墨書内容は「縄」と考えられる。（本遺跡からは、土

師器側面外面に「縄」と書かれた墨書土器が1点出土している。）9世紀代。105は小型嚢の底部。回転糸切の

痕跡を残す。106は鍋。9世紀後半から10世紀前半。75Tは須恵器杯（113、114）がある。76Tは須恵器（115～

117、122）・土師器（118～120）・中世土師器（121）がある。116は広口壷。117は双耳瓶の底部か。119は皿の口緑部。

9世紀後半から10世紀初め。121は非ロクロ成形で14～15世紀代。77Tは須恵器杯（108）・土師器棄（107）がある。

78Tは須恵器（109～111）・土師器嚢（112）がある。112は長胴嚢。口緑端部は折り返す。9世紀後半082Tは越

中瀬戸焼の摺り鉢（123）がある。19世紀代。83Tは土師器椀（159）がある。底部回転糸切。84Tは須恵器（124～

128）・土師器（129～131）・中世土師器（132）がある。128は双耳瓶の把手。85Tは須恵器（134～145）・土師器

（146～150）・鉄製品（151）がある。134、135は蓋。134はつまみが付く。136～140は無台杯。8世紀後半から9

世紀代。136は底部回転糸切。141、142は有台杯。142の口縁端部は外反する。143は壷の底部。149、150は長

胴嚢。151は釘か。86Tは須恵器（152～154、160）・土師器嚢（155）がある。152は底部回転糸切。155は長胴嚢。

8世紀後半。88Tは須恵器蓋（156、157）・土師器（158）がある。156はつまみが付く。158は柱状高台。底部回転

糸切。12世紀後半。89Tは須恵器（161～163、167）・土師器（164、165）・中世土師器（166）がある。161は蓋。内

面に墨痕があり、転用硯と考えられる。90Tは須恵器（168～170）・土師器（171、172）がある。168は蓋。頂部

は回転糸切で、つまみはなし。9世紀後半から10世紀代。171と172は長胴嚢の口縁部。91Tは須恵器杯（173）

・土師器皿（174）・土錘（175）がある。92Tは中世土師器（176）がある。94Tは砥石（195）がある。96Tは須恵器

蓋（177）がある。9世紀後半。98Tは土師器椀（178）がある。99Tは須恵器（179、181、182）・土師器椀（180）がある。

100Tは須恵器（183、184）がある、。103Tは須恵器嚢（185）がある。104Tは珠洲焼嚢（186）がある。120Tは須恵

器杯（187、188）がある。122Tは須恵器嚢（189）がある0125Tは須恵器杯（190）がある。129Tは須恵器（191、

192）・土師器嚢（193）・中世土師器（194）がある。

Ⅳ　　ま　と　め

今回の調査では、友杉遺跡、任海宮田遺跡ともに古代と中世の遺跡を確認した。（遺跡所在面積は、友杉

遺跡が21，970I武任海宮田遺跡が60，000m？で合わせて81，970m？になる。）

古代は、両遺跡とも、8世紀後半、9世紀、10世紀前半の遺物が出土しており、この時期に集落が形成され

たものと考えられる。周辺での調査事例と符合する。友杉遺跡では古代遺物の出土量は任海宮田遺跡に比べや

や少ない傾向にある。任海宮田遺跡では、101Tと129Tで羽口や鉄淳（羽口4点。鉄淳はコンテナ箱3分の1

程度）が出土しており、遺構は確認できなかったが、付近に鍛冶に関係した施設の存在を窺わせる。

中世は、友杉遺跡では12世紀後半から16世紀前半の遺物が出土しており、この時期に集落が形成されたもの

と考えられる。同遺跡は任海宮田遺跡に比べ中世土師器の出土量が多い。任海宮田遺跡では13世紀から15世紀

の遺物が出土しており、この時期の集落形成が考えられるが、遺物量は古代に比べ格段に少ない。

このように、友杉遺跡は古代よりも中世をやや主体にした集落で、任海宮田遺跡は中世の時期が薄く、古代

を主体とした集落と想定できる。
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検　 出　 遺　 構 出　 土　 遺　 物

l T 須　 恵 器 （杯 ） ・珠 洲 焼 （葱 ） ・近　世

2 T 須「惑言辞 （杯 ） ・土　師 器 ・近 世

3 T ’須 恵 器 （喪 ） ・土 師 器 （椀 ・喪 ） ・近 世

4 T 須　 恵 器

5 T 須 恵 器 （喪 ）

6 T ヽ

7 T 須　 恵 器 （董 ） ・ 土　師 醤 （椀 ・喪 ） ・近 世

8 T 須 恵 器 （蓋 ・喪 ） ・土 師 器 （椀 ・喪 ）

9 T 須 恵 器 （蓋 ） ・ 土 師 器 （椀 ） ・ 中　世 土 師 器 ・近 世

1 0 T 土　 師 器 （競 ） ・ 近　世

1 1 T 須　 恵 器 （杯 ） ・ 近　世

1 2 T 土　 師 器 （椀 ） ・近　 世

1 3 T 溝 須 恵 器 （蓋 ） ・土 師 器 ・近 世

1 4 T 穴 土 師 器 （喪 ） ・ 中　世 土 師 器

1 5 T 須 恵 器 （蓑 ） ・土 師 器 （焚 ・皿 ） ・珠 洲日焼 （喪 ） ・ 中 世 土 師 器

近 世

1 6 T 土 師 器 （喪 ） ・ 中 世 土 師 器

1 7 T ・ 穴 土 師 器 （椀 ・喪 ） ・珠 洲日焼 ・ 中 世 土 師 器 ・五 輪 塔 ・ 近 世

1 8 T 珠 洲 焼 （喪 ）

1 9 T 中 世 土 師 器 ・近 世

2 0 T 土 師 器 （喪 ） ・近 世

2 1 T 土 師 器 ・珠 洲 焼 （摺　 り　鉢 ） ・ 中　世 土 師 器

2 2 T 土 師 器 （喪 ） ・ 中　世 土 師 諜

2 3 T 須 恵 器 （杯 ） ・土 師 器 （椀 ） ・珠 洲 焼 （我 ）

2 4 T 土 師 器

2 5 T 須 恵 器 （杯 ） ・ 中 世 土 師 器 ・ 近 世

2 6 T 溝 ・ 穴 須 恵 器 （杯 ） ・土 師 器 ・近 世

2 7 T 穴 須 恵 器 （衰 ） ・土 師 器 （憩 ） ・珠 洲 焼 （摺　り　鉢 ） ・ 中 世 土 師 器

青 磁

2 8 T 溝 須 恵 詩 （褒 ） ・土 師 器 （ま ） ・中 世 土 師 暮

2 9 T 須 恵 器 （喪 ） ・土 師 器 （喪 ）

3 0 T

表1遺構・遺物一覧表（友杉遺跡）
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検　 出　 遺　 構 出　 土　 遺　 物

3 1 T 溝 土 師 器 （喪 ） ・ 中 世 土 師 器 ・近 世 （摺　 り　鉢 ）

3 2 T 穴 須 恵 器 （杯 ） ・ 土 師 器 ・ 珠 洲 焼 （喪 ） ・ 中 世 土 師 蕃

3 3 T 溝 土 師 器 （喪 ）

3 4 T 土　 師 器 （葱 ） ・ 近 世

3 5 T 溝 土 師 器 ・ 中 世 土 師 器 ・近 世

3 6 T 溝 須 恵 器 （杯 ） ・ 土 師 器 （葱 ） ・ 中 世 土 師 器

3 7 T 穴 須 恵 盛 （杯 ） ・ 土 師 器 （椀 ・喪 ） ・中 世 土 師 醤 ・ 近 世

3 8 T ′／溝 ・穴
∠、

須 恵 器 ・ 土 師 器 （器 種 不 明‘） ・ 近 世

3 9 T 溝 ・穴 須 恵 器 （壷 ） ・ 土 師 器 （襲 ） ・ 中 世 土 師 器 ・近 世

4 0 T 溝 ・穴 須 心 耳 （丑 ） ・ 土 師日出 （憩 ） ・珠 洲日焼 （競 ） ・中　 世 土 師 悪

近　世

4 1 T 溝 ・穴 須 恵 器 （杯 ） ・土 師 器 （競 ） ・近 世

4 2 T 穴 須 恵 器 （蓋 ・ 杯 ） ・土 師 器 （喪 ） ・ 内 黒 土 岩

4 3 T 穴 須 恵 器 （杯 ） ・土 師 ＃ （椀 ・ 或 ） ・ 珠 洲 焼 （喪 ） ・ 中 世 土 師 醤

4 4 T 沸 ・穴 （遺 構 密 ） 須 恵 器 （杯 ・ 喪 ） ・土 師 器 （椀 ） ・ 珠 洲日焼 （喪 ・ 摺　 り　鉢 ）

中　世 土 師 器 ・ 近 世

4 5 T 石 軋 井 戸 、 穴 須 恵 砦 （登 ） ・土 師 砦 （椀 ・ 喪 ） ・ 中 世 土 師 塞 ・ 青 磁 ・近 世 ・

鉄 製 品 ・骨

4 6 T 溝 ・穴 （遺 構 密 ） 須「痛言詮 （蓋 ） ・珠 洲 焼 （摺　 り　鉢 ） ・ 中 世 土 師 蕃 ・近 世 ・ 炭

4 7 T 溝 ・穴 須 恵 器 （喪 ） ・土 師 器 （椀 ・喪 ） ・ 中 世 土 師 器 ・近 世 ・ 砥 石

4 8 T 溝 ・ 穴 須 恵 器 （蓋 ・喪 ） ・ 土 師 器 （喪 ） ・珠 洲 焼 （喪 ） ・ 中 世 土 師 器

近　世

4 9 T 清 ・ 穴 須 恵 器 （蓋 ・杯 ・ 境 ） ・土 師 儲 （喪 ） ・ 中 世 土 師 器 ・近 世

5 0 T 溝 須 恵 岩 （壷 ） ・土 師 器 （椀 ・喪 ） ・ 中 世 土 師 器 ・近 世

5 1 T 溝 ・ 穴 土 師 器 （喪 ） ・ 中 世 土 師 器 ・近 世

5 2 T 清 須 恵 器 （焚 ・壷 ） ・土 師 器 （焚 ） ・ 中 世 土 師 器 ・近 世

5 3 T 清 須 恵 器 （杯 ） ・土 師 器 （喪 ） ・中 世 土 師 器

5 4 T

5 5 T

5 6 T

溝 ・ 穴

轟

須 恵 器 （杯 ・聾 ・ 壷 ） ・土 師 器 （椀 ・ 衰 ） ・ 珠 洲日焼 （境 ） ・

中　世 土 師 器 ・近 世 ・炭

須 恵 器 （蓋 ・杯 ・ 喪 ） ・土 師 盤 （椀 ・喪 ・赤 彩 ） ・ 中 世 土 師 器

近 世 ・炭

須 恵 器 （衰 ） ・ 珠 洲‖蛛 （蓑 ） ・中 世 土 師 醤 ・ 近 世

5 7 T 土 師 器 ・近 世

5 8 T 珠 洲日焼 ・近 世

表2　遺構・遺物一覧表（友杉遺跡）
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検　 出　 遺　 構 出　 土　 遺　 物

5 9 T

6 0 T
ゝ

6 1 T

6 2 T 須 恵 詳 （杯 ） ・土 師 辞 （椀 ） ・ 中　世 土 師 岩 ・近 世

6 3 T

6 4 T 溝 ・ 穴 須 恵 器 （杯 ） ・土 師 器 （葱 ） ・ 中 世 土 師 器 ・土 錘 ・近 世

6 5 T 溝 ・ 穴 須 恵 器 （蓋 ） ・土 師 器 ・珠 洲 焼 （境 ） ・中 世 土 師 器 ・近 世

6 6 T 清 須　恵 聾 （杯 ・焚 ） ・土　師 器 （琶 ） ・ 中　世 土 師 器 ・近 世

6 7 T 穴 須 恵 器 （杯 ） ・土 師 器 （蓑 ） ・珠 洲い焼 （摺　 り ．鉢 ）

6 8 T 穴 須 恵 器 （蓋 ・襲 ） ・土 師 器 （椀 ・蓑 ） ・珠 洲 焼 （摺　 り　鉢 ） ・

青 磁 ・中　世　土　師 岩 ・近　世

6 9 T 須 恵 器 （杯 ） ・ 土 師 器 （葱 ） ・珠 洲 焼 （摺　 り　鉢 ）

7 0 T 穴 須 恵 器 （蓋 ・杯 ） ・土 ・師 器 （椀 ・境 ） ・近 世

7 1 T

7 2 T 近 世

7 3 T

7 4 T 竪 穴 住 居 ・漬 ・ 穴

（遺 構 密 ）

須 恵 器 （蓋 ・杯 ・葱 ） ・土 師 器 （椀 ・喪 ） ・内 黒 土 器

■

7 5 T 穴 須 恵 器 （蓋 ・杯 ） ・土 師 器 （椀 ・ 境 ） ・近 世

7 6 T 須 恵 器 （杯 ・喪 ・ 壷 ） ・ 土 師 辞 （椀 ・皿 ・喪 ） ・中　世 土 師 岩

7 7 T 須 恵 器 （杯 ・喪 ） ・土　師 器 （椀　 ・ 憩 ） ・土 建

7 8 T 穴 須 恵 器 （蓋 ・杯 ） ・土 師 岩 （葱 ） ・近 世

7 9 T 清 ・ 穴 須 恵 器 （喪 ） ・ 土 師 器 （境 ・鍋 ） ・中　世 土 師 蕃

8 0 T 土　 師 器 （椀 ・焚 ） ・中　世 土　師 器 ・近 世

8 1 T 須 恵 器 （杯 ・喪 ） ・土　師 器 （喪 ）

8 2 T 須 恵 蕃 ・土 師 暴　 く椀 ・ 褒 ） ・近 世

8 3 T 溝 ・ 穴 須 恵 器 （蓋 ・ 杯 ） ・土 師 器 （葱 ） ・中 世 土 師 器

8 4 T 清 ・ 穴 須 恵 暴 （蓋 ・ 杯 ・椀 ・ 褒 ・双 耳 瓶 ） ・土 師 轟 （椀 ・皿 ・衰 ）

内 黒 土 器 （椀 ） ・ 中 世 土 師 器 ・近 世

8 5 T 竪 穴 住 居 ・穴 須 恵 器 （蓋 ・杯 ・喪 ・壷 ） ・ 土 師 器 （椀 ・蓑 ）・銃 浮 ・ 鉄 製 品

■．■．■灰

表3　遺構・遺物一覧表（59T～73Tは友杉遺跡・74T～85Tは任海宮田遺跡）
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検　 出　 遺　 構 出　 土　 遺　 物

8 6 T 掘 立 柱 建 物 ・穴 須　恵 器 （蓋 ・杯 ・聾 ） ・土　師 器 （喪 ） ・珠 洲 焼 ・炭

8 7 T 穴 須　虚 器 （蓋 ・杯 ・褒 ） ・ 土　師 器 （境 ） ・ 中　世 土　師 器 ・ 近　世

8 8 T 溝 ・ 穴 須 恵 器 （蓋 ・杯 ・喪 ） ・土 師 器 （椀 ・喪 ） ・ 近 世 ・炭

憩　に 炭 化 物 付 着

8 9 T 満 ・ 穴 （遺 構　密 ） 須　恵 沓 （杯 ・ 競 ） ・土　師 醤 （椀 ・競 ） ・ 中　世 土　師 蕃 ・ 鉄 津

9 0 T 溝 ・ 穴 （遺 構 密 ） 須 恵 器 （蓋 ・ 杯 ・喪 ・ 壷 ） ・ 土 師 器 （椀 ・葱 ・ 鏑 ）・ 内 黒 土 器

近　世

9 1 T 溝 ・ 穴 （迫 構 密 ） 須 恵 器 （杯 ・ 喪 ） ・土 師 砦 （椀 ・喪 ） ・土 産

9 2 T 須 恵 器 （杯 ・ 喪 ・壷 ） ・土 師 器 （葱 ） ・中 世 土 師 器 ・近 世

9 3 T 須 恵 器 （杯 ） ・土 師 器 （椀 ）

9 4 T 穴 土　師 器 ・砥 石

9 5 T 溝 ・ 穴 土 師 蕃 ・内　黒 土 器 （椀 ） ・ 中　世 土　師 蕃 ・ 鉄 津

9 6 T 須 恵 器 （蓋 ） ・土 師 器 （椀 ） ・近　世

9 7 T

9 8 T 溝 ・ 穴 （遺 構 密 ） 須 恵 器 （杯 ） ・土 師 器 （椀 ・＿喪 ） ・珠 洲 焼 （喪 ）

中　世 土 師 器

9 9 T 溝 ・ 穴 須 恵 器 （董 ・杯 ・ 喪 ・壷 ） ・土 師 器 （椀 ・衰 ） ・珠 洲 焼 （喪 ・

片　 口　鉢 ） ・ 中　世 土 師 蕃

1 0 0 T 溝 ・ 穴 （遺 構 密 ） 須 恵 器 （蓋 ・杯 ） ・土 師 器 （蓋 ・椀 ） ・ 内 黒 土 器

珠 洲 焼 （衰 ） ・ 中　世 土　師 蕃

1 0 1 T 越 中 瀬 戸 焼 ・羽　口 ・鉄 淳

1 0 2 T 中　世 土 師 器

1 0 3 T 溝 須 恵 器 （蓋 ・ 杯 ・喪 ） ・土 師 器 （喪 ）

1 0 4 T 穴 珠 洲 焼 （喪 ）

1 0 5 T 穴 土　師 器

1 0 6 T 穴 近 世

1 0 7 T 須 恵 器 （蓋 ・杯 ．） ・ 土 師 器 （椀 ）

1 0 8 T 土　 師 器 （喪 ）

1 0 9 T 珠 洲日焼 （衰 ） ・近 世

1 1 0 T

1 1 1 T 土 師 器 （衰 ） ・近 世

1 1 2 T

1 1 3 T

表4　遺構・遺物一覧表（任海宮田遺跡）
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検　 出　 遺　 構 出　 土　 遺　 物

1 1 4 T

1 1 5 T

1 1 6 T 溝 ・ 穴 土　師 器

1 1 7 T 穴 土　師 器 （喪 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ，

1 1 8 T 溝 中　世 土 師 器

1 1 9 T 穴 土 師 器 （喪 ）

1 2 0 T 穴 須 恵 器 （蓋 ・ 杯 ） ・土 師 器 （喪 ）

1 2 1 T 須 恵 器 （杯 ） ・土 師 器 ・珠 洲日焼 ・近 世

1 2 2 T 溝 ・ 穴 須 恵 器 （喪 ） ・土 師 器

1 2 3 T 溝 土　師 器 ・近　世

1 2 4 T 穴 土　師　器

1 2 5 T 須 恵 器 （蓋 ・杯 ） ・土 師 器 ・近 世

1 2 6 T 溝 ・ 穴 （遺 構 密 ） 須 恵 器 （杯 ・喪 ） ・土 師 器 （皿 ・ 椀 ）

1 2 7 T 穴 土 師 器 ・近 世

1 2 8 T 須 恵 器 （杯 ） ・近 世

1 2 9 T 溝 須 恵 器 （蓋 ・杯 ・ 喪 ・壷 ） ・土 師 砦 （聾 ） ・中 世 土 価 砦 ・近 世

鉄 浮 ・鉄 製 品 ・羽　 口

1 3 0 T

1 3 1 T 須 恵 器 （喪 ） ・土 師 器 （椀 ） ・近 世

1 3 2 T 珠 洲日焼 （片　口　針 ）

1 3 3 T 須 恵 器 （杯 ・葱 ） ・土 師 器 ・ 近 世

1 3 4 T

1 3 5 T 近　 世

1 3 6 T 須 恵 器 （葱 ） ・近 世

1 3 7 T 近 世

1 3 8 T 須 恵 器 ・土 師 器 ・珠 洲 焼 （喪 ） ・ 近 世

1 3 9 T 近　 世

1 4 0 ′r
虹、J

表5　遺構・遣物一覧表（114T～118T、120T～129T任海宮田遺跡、119T、130T～140T友杉遺跡）

－13　－





t

　

●

⊂＝＝ヱ⊂＝刃

51T

圃＝＝＝＝四竃T

膠竺ここ＝空コ

e

1

－

1

1

1

－

1

1
1
1
1
1
1
1
－

．’‾－．’＼

‾、＼　＿＿＿
、　　＿

、一一一　一叫．tlt■

qh■■■一一

′

」

）
‾■・－．－＿ノ

撃
、一句露も

／

「‾‾l¶

＿、二　　∴「

一
・

●

一
㍉

一一llI‥一一．1．1．一．．11111－1州一l

／
悠

「lt
＿」

°●〇〇〇〇〇〇

、軋

＼三三一一≒〆！l＿＿二〆ク三；、
第7図　友杉遺跡（B地区）試掘卜 レンチ位置図（1：1，000）

一‾＿l＿： 魁







i l

i l

J l

J I

l i

i！

！I

Il

‖
！！

日
I i

！！

I I

l　！

l I

I I

l I

I l

I I

I l

i l

I I

I i

I i

日

日
l I

I I

I I

‖．

十二

°

t

／

l



「「‾刀51亡＝」ノ9　ミヨ「堵
－　　・6？1＿T127．丁

16　く≡深召8
＼ナ一十一一ク7

25T

＼＼＼）上⊇瑞

39T

＼＼1－云プ名

－‾「二「‾25

‾・　・二：

17T　　　　19T

⊂「‾‾預言召4

＼＼l　豪ク27

し11ろ8
「、29

てこ「丁‾‾妄雪0

讐≦≡ヨ一㌧7
33　　34

′r：⊥叫‥車

∴J lこゝ．一‾‾

モ・土．丁・r ll
レー｝

l

・・46

第11図　友杉遺跡遺物実測図（1：4）

40T

至！1

31

20T

⊂「T「ク32

35T

・19・‾20

＼←一」　　司1

43T

4

7

へ

亡

・

子

軒

・

声

T

1
、
．
　
－乱
戦

，一一ドル一一叫．．－・ハ・一㌔＝＝＝＝

37T

ヒ＝＝∃　／22

し一十一一「末。
49T

．

．

ヽ
‖

三二‾＿イ≡

＼二∃＿竺！9㌔6

ノ
∠

ナ′

」
。
」
守
．

こノ

41〟′敵′り接点
十・

51T

E≡ヨ赤彩E＝コ黒色園炭化物巨：：≡ヨ施粕

－　34　－



52T

7

8

∴・′

．

80

亮
70T

∠二⊥－」■■ヽ
93

92　　∈∃塞
65T　　　　　　94

「1－　－葛ヽ三三　　＿ノー二二

！　　　、　97　．＿表で1。1

／」二二ゝ98＼盲∃　J佗

．104

叫85

・11

1．㌔
、L、〃′ノい＼

て
、
ヽ
　
い
　
ヽ
　
、
し

仇
債
甘
い

∵
．
㍉
〆
．

・
　
　
・
こ
・

．

一

　

　

　

、

一

．

う、厳

138T
一ここtJ一一

手車姦ヽ　＿薫‘一

、一＿－・．．、・‾・てこ一．てこJ

、章壬∴署
亡「－h

、Gニ・－ニ「フ

ー、一

＼＼⊆∃J≠103

＿寧

＼し⊥∠雪。5

蔓－＼

∴　　‾‘‘1こ‾、㍉

貢

二：一　　着一二三

第12図　友杉遺跡・任海宮田遺跡造物実測図（1：4）

－　35　－



76丁

75Tし：土＝ノ。 詔8
†・ヽ

言丞
h　　　　ヽ

－　ヽ1▼＿

り、仁一三、ヽ－・l

ヽ　’1レtl Ll

、：・

hC1、㌢一一
㌔J　‥、、、ゝ

1＼誉吉圭∴抜

「‾了＝了14＼Eと才115
76，　　　　　　ミこ‾‾丁‾‾ラ品

10

〝
一
意
鍔

恵
覿
憲．・．
叫

二
′
　
ン
′
．
空
逐
・
′
廿
北
h
h

．
高
価
批
1

′
ん
よ
音
．
！

′
一
イ
一
l

ゲ

≠布，

＿．r碧

′
／

尭
LJ▼　巧へr・、一一＼－1
・
・
　
一

，
J

LL∴ヽ

＼＼＝＝」要表■′136

軽蔑
＼ミ豪Y′‾

ノ

∈∃三謡。

ノ二

ヲ53

≠イ

135

＼F二二昌幸で141

／二

1

－　　　．1

7　ノ．　‾

ノ

ゝ二⊥己クマ29

ミ≒〒⇒　ちプ蒜

131

⊆≡＝「召32

∈∃‾頂46＼＼ヨ三二二瑞7

一二三

1

・
・
′
石

一
日
　
ヽ

隼
『

第13図　任海宮田遺跡遺物実測図（1：4）

－　36　一

′

r

ノ

ラ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

．

ノ

′
ノ

．

ン

り

一

　

　

　

　

、

J
F
信
じ
し
＼

〆
タ∫

′

1

4

5



86T

℃⊥二瑞9
、‾▼、－

⊥十㌧∴許
し．⊥、・・’

∠≦≡±至ゝ

．ノ三
＼ヾ追塑≡巧65

90丁

J　≠163
90T

／ニー⊥1ゝ168

t二二一声！曹169

一トーヒ二」」17。
91T

ノ；73

㌧ミ二二十‾ヂ宗

92，召；6
98，雪76
・　モ・1・78

17

〔U∂175

99T

∴　二一三、：
．声

1

Fこエコ

59

－

．

－

．

一

－

m
J
日
日
．
し

第14図　任海宮田遺跡・友杉遺跡遺物実測図（1：4）

ー　37　－

＼
　
㍉
工
．
h
、

、
、
1
．
－

七ヽ
、
∴
、

＼

、

、

′ム
　
　
ヽ
一

∴
∴
．
　
∵
、

ノ

ご

　

1

冊
濃



写
真
図
版
1
（
友
杉
遺
跡
）

1．17T五輪塔出土状況
（西から）

2．17T五輪塔出土状況
（東から）

3．40T（西から）

4．38T（西から）

5．27T土層（南から）
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写
真
図
版
2
（
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杉
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跡
）

綴J二
言
l
十
十
．
－

1

二
言
言
㍉
∴
二
「

導
葦
陛
惑
髭
聖
地

1．45T（南から）2．45T石組井戸出土状況（東から）3．51T（東から）4．64T土層（西から）
5．65T遣物出土状況（北から）
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1．74T（北から）2．74T土層（西から）

3．91T（東から）4．78T土層（西から）

5．90T（南から）
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写
真
図
版
4
（
任
海
宮
田
遺
跡
）

1．85T（北から）2．86T掘立柱建物検出状況（南から）3．89T（北から）
4．84T遺物出土状況（北から）5．95T（南から）
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1．126T（北から）

2．126T遣物出土状況（南から）

3．123T（北から）4．122T土層（北から）
5．129T（北から）

－　42　－

写
真
図
版
5
（
任
海
宮
田
遺
跡
）



写
真
図
版
6
（
任
海
宮
田
遺
跡
）

1言式掘調査状況（東から）
2．98T（東から）3．98T遺構（東から）
4．98T土層（南から）5．99T（東から）
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（5㊥　　79（55）

76㈹　　　　　　35牌2）

＼、＿　　一一　ヽ・

6（9）13冊　（17）

29個　27個　30鋤

友杉遺跡出土遣物（古代・中世）（）内数字はトレンチ番号
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友杉遺跡出土遣物（中世・近世）任海宮田遺跡出土遣物（古代）
一　46　－

（）内数字はトレンチ番号
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144如）

任海宮田遺跡出土遣物（古代）（）内数字はトレンチ番号
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176㊥2）178個

車′曲

鉄う宰はすべて12gT

任海宮田遺跡出土遺物（中世・近世・羽口・鉄津・鉄製品・砥石）（）内数字はトレンチ番号
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ふ　り　が　な

所収遺跡名

ふ　 り　が　 な

所　　 在　　 地

コ　　　　 ド 北　 緯

○　　′　　　〝

東　 経

○　　′　　〝
調査期間

調査面積

（対象）正
調査 原因

市町村遺跡番号

とも　すぎ　　い　せき と　やまけん　と　やま　L　ともすぎ
16201 500

36度

38分

16秒

137度

12分

20秒

19980623

～

19981225

3，496I迂 県営公害防除特別
友　杉　遺　跡 富山県富山市友杉 （173，000）土地改良事業

と　うみみや　た　いせき
任海宮田遺跡

と　やまけん　と　やま　L　と　うみ
富山県富山市任海 16201 501

36度

37分

50秒

137度

12分

17秒

所収遺跡名 種　別 主な時代 主な遺構 主　 な　遺　物 特　記　事　項

友　杉　遺　跡 集落跡 奈良・平安 掘立柱建物、 須恵器、土師器、内黒土器、珠洲焼 21，970Hfに遺跡所在

中世・近世 井戸、溝、穴 中世土師器、古瀬戸、青磁、越中瀬戸焼

唐津焼、土錘、五輪塔

任海宮田遺跡 集落跡 ．奈良・平安 竪穴住居、 須恵器、土師器、内黒土器、墨書土器 60，000I正に遺跡所在

中世・近世 掘立柱建物

溝、穴

珠洲焼、中世土師器、土錘、鉄製品

鉄淳、羽口、越中瀬戸焼

富山市友杉遺跡・任海宮田遺跡試掘調査概要

一県営公害防除特別土地改良事業に伴う試掘調査（4ト
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